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喪失

天譴悲嘆

人間にとって大切なものを
失ってしまう
（人命，財産，生活・・・etc）

その時代，その社会が持っていた誤りや歪みを被害という形で
顕在化させて，それに気付かせる役割を果たす
「傲慢な人間に対する自然の報復」

喪失がもたらす結果
残虐で過酷
苦しみや悲しみを押し付ける

災害とは・・・？



社会が持つ誤りや歪とは

１９９５年阪神・淡路大震災・能登半島地震
〇耐震性の無い建物が地域に広がっていた
２０１１年東日本大震災
〇津波避難を行わなかった（想定を超える災害に対応できなかった）

近年
〇雨の降り方が昔と変わってきている（気候変動）
〇降水量が増加傾向・線状降水帯が多発
〇台風の大型化・高潮被害の激甚化



南海地震・東南海地震・東海地震の震源域



南海トラフ地震とは，

100～150年周期で繰り返す巨大地震

南海トラフ地震

７８年後（２０２４年）



約130年間で1,000人以上の犠牲者を出した災害

発生年
マグニ
チュード

地震名
死者・行方
不明者

1891 8 濃尾地震 7,273
1896 8.2 明治三陸地震 21,959
1923 7.9 関東大震災 105,000
1927 7.3 北丹後地震 2,925
1933 8.1 昭和三陸地震 3,064
1943 7.2 鳥取地震 1,083
1944 7.9 東南海地震 1,223
1945 6.8 三河地震 2,306
1946 8 南海地震 1,330
1948 7.1 福井地震 3,769
1995 7.3 阪神淡路大震災 6,434
2011 9 東日本大震災 18,578
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発生年 M 地震名 死者・行方不明者
１８９１年 8 濃尾地震 　7,273人

～ ～ ～ ～
１９４８年 7.1 福井地震 3,769人
約６０年間 7.1～8.2 10回発生 合計　約１５万人
５０年の空白
１９９５年 7.3 阪神・淡路大震災 約6,400人
２０１１年 9 東日本大震災 約20,000人

？ 9 南海トラフ巨大地震 323,000人
？ 7.3 首都直下地震 6,148人
？ ？ 千島・日本海溝巨大地震 約20万人
？ ？ ？ ？
～ ～ ～ ～

２０５５年



南海トラフ巨大地震の新たな想定震源域



「国の中央防災会議」

•津波・・・・・23万人

•建物倒壊・・8万2000人

•火災・・・・・・１万人



①南海トラフ巨大地震

②安芸灘～伊予灘～豊後水道のプレート内地震

想定する地震と震源域



愛媛県内の被害
「2012年8月29日国の中央防災会議」
「2013年12月26愛媛県被害想定」

•津波・・・・・・4,400人（8,184人）

•建物倒壊・・7,400人（6,210人）

•火災・・・・・・・・700人（1,585人）



南海トラフ巨大地震の特徴
強烈な揺れ ＋ 津波 ＋ 土砂災害

阪神淡路大震災

死者の８割が
建物倒壊による圧死、窒息死

東日本大震災

死者の９割が
津波による溺死

＋



震度分布（①南海トラフ巨大地震）









大阪府北部地震（直下型地震）

• 2018年6月18日7時58分 M6.1
• 震度6弱

• ブロック塀による死者2名
• 家具の倒壊による死者2名





2024年能登半島地震

令和６年１月１日１６時１０分 M7.6

調査日 令和６年１月１１日





科学技術振興機構https://scienceportal.jst.go.jp/explore/review/20240104_e01/
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ご清聴ありがとうございました


